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学校だより 

  
 

   

                     カウンセリング指導員 嘉志摩 優作 
 

学級担任をしていたときに、毎日続けていた 

ことが一つだけありました。それは、教室の机 

と椅子を揃えることです。始めるきっかけは、 

些細なことでした。教室の花が枯れ、机、椅子 

が乱雑に並んでいるのを見て、「自分の部屋な 

らこんなことはないのに。」と思ったからです。 

きれいに並べてみると、別の教室のように感じ 

ました。自分の部屋ではありませんでしたが、 

その作業をしているときに、きれいに並んでい 

く机と椅子を見ていると、何か心地よさを感じることができました。それから毎日続け

ました。 

サッカー元日本代表、長谷部選手に「心を整える」という著書がありますが、「環境を

整える」ことは自分の性格に合っていたのかもしれません。生徒はあまり気付いていな

かったようですが、それでもいいと思っていました。自己満足のようなものかもしれま

せん。それに、生徒がいなくなった教室に一人でいる数分間が、実はとても大切な時間

になっていました。環境を整えながら、自分の心を整えているような気がしていたから

です。始めた当初は、そんなことを思いもしませんでした。それがやがて習慣となり、教

室が心を落ち着かせてくれる自分の居場所となりました。気のせいかもしれませんが、

私の担任していた生徒たちは、整理整頓や清掃が上手だったように感じます。きれいな

教室で過ごした日々がとても懐かしいです。 

学校も替わり、立場も替わり、現在は相談室の担当をしています。相談室も小さな教

室のような場所で、そこに通う生徒たちがいます。嬉しいことに、相談室の生徒たちは

本当に丁寧に清掃をしてくれます。雄山中学校で一番清掃が行き届いている場所かもし

れません。おかげでとても居心地が良いです。学校が替わっても、生徒の本質は変わら

ないのだと思いました。  

自分も友達も心が落ち着く、そんな環境で学校生活を送ってほしいと思います。居心

地の良い学校を一人一人の心がけでつくっていきたいと思い 

ます。 

余談ですが、現在サッカーＷ杯カタール大会が行われてい 

ます。前回ロシア大会で日本代表が敗退した際、使用後のき 

れいに整理整頓されたロッカールームが話題となりました。 

日本人の素晴らしい行動が世界で称賛されたことを思い出し 

ました。 
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 合唱コンクール 

１０月２８日（金）「『青天霹靂』～合唱を一生の思い出に～」をスローガ 
ンに合唱コンクールを開催しました。生徒たちは約４週間にわたる練習の積 
み重ねの成果を発揮し、豊かなハーモニーを会場に響かせました。会場に足 
を運んでくださいました保護者の皆様には、心より感謝申し上げます。 
 

 
雄中 Love Project ～社会に学ぶ「14歳の挑戦」編～ 

１１月８日（火）の６時間目に、２年生と１年生が合同で「雄中 Love Project」の活動を行い
ました。縦割りの兄弟学級に分かれ、２年生が１０月に行った「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」
の活動内容や感想等を１年生に発表しました。温かく和やかな雰囲気の中、２年生は先輩として
の自覚をもち、１年生は来年度の活動に向けての意欲が高まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の行事予定 
１２月１５日（木） 学校納金口座振替日 ２４日（土） 冬季休業

２０日（火） 学期末懇談会（～２２日） ※３学期始業式は１月１０日（火）

※懇談会期間中は 15:30 下校完了 ２８日（水） 仕事納め

２３日（金） 終業式

２年生の話を聞いて、自分の興味のある仕事に真剣に
取り組むことや 14 歳の挑戦を終えて「楽しかったな」
と思えることが大切だと思いました。そのために日頃か
ら学校生活を楽しく真剣に取り組みたいです。来年の
14 歳の挑戦では、自分の力を精一杯出してきたいです。 

 細川 

指導の方の指示にそって、テキパキ動いて、少しでも
仕事に貢献できることが大事だと感じました。特に危険
な仕事の場合は、練習や訓練も厳しく、達成感は大きく
なると思いました。そして、その仕事を毎日する大人の
人たちは、すごいと思いました。14 歳の挑戦は、自分が
大人へと成長する場だと思うので、来年は、是非がんば
りたいです。                 西村 

1 年生の感想 

 

発表会の様子 
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ほらね、３年６組

２年４組 空は今

３年３組 ＹＥＬＬ

１年６組
旅立ちの時

～Asian Dream Song～

２年２組 時を越えて

早川 斉藤
中川

灰田

永井

山本

野島

荻生

大野

加藤

上野

土肥

外川

松崎

武田

日南田

小坂

和田

石本 城戸

村﨑 志村

佐伯

加藤 山本

１年５組 輝くために 関山 大井

講神

学　級 合　唱　曲 指揮者 伴奏者
パートリーダー


